
⽬的 海洋表層では⾵により発⽣する乱流により、活発な鉛直混合が
⽣じ混合層と呼ばれる鉛直⼀様な層が形成される。近年の研究によれ
ば、この混合層の深さは海⾯熱フラックスの⽇変化に影響される。こ
の⽇変化の影響を数値実験を⾏うことで体系的に調べた。

内容 乱流を精度良く再現するラージ・エディ・シミュレーションを
⾏った。

結果 ⽇変化が加わることで、低緯度では混合層深度は深くなるが⾼
緯度では浅くなること、その原因は⽇変化により混合要因として加
わった対流混合の周期と⾵成流が発達するまでの時間の⼤⼩関係に応
じて、互いの重要性が変化すること、であることが明らかになった。
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